
日本財団パラリンピックサポートセンターの 
教育プログラムについて 

長野県健康福祉部 

１ 趣 旨 

パラリンピックを題材に、子どもたちが、スポーツを通じて障がいについての理解を促進

し、互いの個性を尊重し合い、共生社会実現のための意識を醸成することを目指す。 

２ 対 象 

小・中・高校生 

３ パラリンピック教育プログラム 

I’mPOSSIBLE：パラリンピックを題材にした国際パラリンピック委員会公認の教材 

・2020年度までに全 15授業分をお届け予定 

・既にお届けしている 9授業分（座学５時限、実技４時限） 

 ※県内全小中高等学校、特別支援学校、都道府県・市町村教育委員会に配布済み 

 

 

 

 
 
 

４ パラスポーツを通じた障がい理解 

（１）あすチャレ！School：パラアスリートから学ぶパラスポーツ体験型授業（全体 90分） 

 

 

 

 

（２）あすチャレ！ジュニアアカデミー 

障がい当事者講師から共生社会の考え方を学ぶ出前授業（全体 90分） 

 

 

 

 

※大人向けのあすチャレ！Academy（高校生以上対象）を基に制作したプログラムです。 
 
５ 県内の実践例 
    I’mPOSSIBLE：長野市教育委員会（６月 20日一般教諭向け、7月 10日全教頭向け研修実施） 

   あすチャレ! School：佐久市教育委員会（２年連続自治体応募枠実施。計 10校実施） 
   あすチャレ！Academy：長野県人事課、障がい者支援課（11月 5日実施） 
 
＜ 長野県における日本財団パラリンピックサポートセンターの今後の展開 ＞  
広報的支援 
・I’mPOSSIBLEモデル校の公開授業に対する広報的支援を実施。 
・あすチャレ! Schoolやジュニアアカデミー、I’mPOSSIBLEの導入を積極的に行っている 
市町村を、パラサポ公式WEBサイト・SNSなどの媒体で公表することを検討中。 

研修の実施 
・I’mPOSSIBLEについて、自治体単位での教員向け研修実施（費用は無償） 

共生社会実現のための相談・協力 

・教育プログラムの他に、パラスポーツを通じた共生社会実現を推進する市町村に対する相談 
及び協力 

デモンストレーション (30分) 

・児童、生徒の目の前で、パラア

スリートの高度なプレーを披露 

資料２ 

テーマ１：パラリンピックの価値 

１ パラリンピックってなんだろう？ 

２ パラリンピアン香西選手ってどんな人だろう？ 

３ 公平について考えてみよう！ 

４ パラリンピックについて学習したことを振り返

ってみよう！ 

パラスポーツ体験 (30分) 

・車いすバスケットボール 

・ゴールボール 

・パラ陸上レーサー など 

講話 (30分) 

・講師とのコミュニケーション 

を通じ、新たな気づきを促す 

テーマ２：パラリンピックスポーツ 

１ パラリンピックスポーツについて学ぼう！ 

２～５ 競技体験＜実技＞ 

  シッテイングバレーボール、ゴールボール、 

  ボッチャ、ガイドランナー体験 

・レクチャー     パラリンピック・パラスポーツを題材に、障がい者のリアルを当事者講師が語る 

・体験プログラム  障がい者に対する実際のサポートやコミュニケーション方法を体験 

          （視覚障がい者への声がけの仕方や、聴覚障がい者とのコミュニケーション方法など） 

・グループワーク  学んだことを活かして、「実際自分ならどうするか？」を児童・生徒同士で考える 

 


